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【手続補正書】
【提出日】平成25年3月26日(2013.3.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　面状の発光領域を有する発光装置であって、
　前記発光領域に沿って設けられ、前記発光領域に沿った縁を通して前記発光領域に電流
を供給する電源配線と、
　前記電源配線の前記発光領域とは反対側に設けられた電源供給口に接続され、前記電源
配線に電源電圧を与える電源電圧供給部とを備え、
　前記電源配線は、前記電源供給口から前記発光領域に沿った縁までの最短の経路の途中
に、周囲を導電領域に囲まれた第１の非導電領域を有することを特徴とする発光装置。
【請求項２】
　前記電源配線は、前記第１の非導電領域の端部から前記発光領域に沿った縁に至る最短
の経路の途中に、周囲を導電領域に囲まれた第２の非導電領域を有することを特徴とする
請求項１に記載の発光装置。
【請求項３】
　前記電源供給口の中心が前記発光領域の中心線上にあり、前記第１の非導電領域が、前
記電源供給口の中心に対して対称形であることを特徴とする請求項１または２に記載の発
光装置。
【請求項４】
　前記電源供給口の中心が前記発光領域の中心線から離れた位置にあり、前記第１の非導
電領域の中心が、前記表示領域の中心線から前記電源供給口の中心よりも大きく離れた位
置にあることを特徴とする請求項１または２に記載の発光装置。
【請求項５】
　前記電源供給口が前記電源配線の前記発光領域とは反対側の複数箇所に設けられており
、各々の前記電源供給口に対して前記第１の非導電領域が設けられていることを特徴とす
る請求項１または２に記載の発光装置。
【請求項６】
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　前記発光領域の全面に電極が設けられ、前記電極が前記発光領域に沿った縁で前記電源
配線に接続されている請求項１ないし５のいずれか１項に記載の発光装置。
【請求項７】
　前記発光領域に画素電源線が複数本設けられ、前記画素電源線が前記発光領域に沿った
縁で前記電源配線に接続されている請求項１ないし６のいずれか１項に記載の発光装置。


	header
	written-amendment

